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桐光学園 北海道札幌月寒
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 15 1 5 2 1 4 * (C) 2 0 1 0 1

5 * 28 1 11 3 0 5 5 1 1 0 0

6 * 14 0 6 2 0 6 * 10 1 3 1 4

7 * 10 1 3 1 1 7 * 5 1 1 0 2

8 0 0 0 0 0 8 8 2 1 0 1

9 * 8 0 4 0 1 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 1 10 1 0 0 1 0

11 - - - - - - - 11 0 0 0 0 1

12 2 0 1 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 1

14 4 0 2 0 0 14 * 28 4 8 0 2

15 2 0 1 0 0 15 * 8 0 4 0 0

83 3 33 8 4 0 0 67 9 19 2 12 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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桐光学園 北海道札幌月寒83 67

2013年7月29日(月) 会場： 大分県立総合体育館11:10

男子  １回戦

武内　克行

川谷　　智
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桐光学園 北海道札幌月寒 

  第1ピリオド、桐光学園はハーフマンツーマン、北海道札幌月寒はハーフゾーンでスタート。お互い固さが見られたものの互い

に激しいDefでペースをつかめない。残り4分6－6。均衡が崩れたのは残り4分すぎ桐光学園#4のシュートが決まると前線から

プレッシャーをかけスティールからの連続得点で12－6と桐光学園リード。北海道札幌月寒、たまらずタイムアウト。しかし、そ

の後もなかなか流れは変わらず、桐光学園は#4の3P等で得点を重ねる。残り2分19－6で桐光学園リード。北海道札幌月寒も

懸命のDefで食い下がるが、得点につながらない。逆に桐光学園は#5、#7の3Pで加点し29－7で終了。第2ピリオド、桐光学園

の3Pでスタート。北海道札幌月寒も3Pで応酬し序盤は互角の展開。残り8分過ぎから、桐光学園はオールコートでプレッシャー

をかける。残り7分北海道札幌月寒タイムアウト（38－10桐光学園リード）。北海道札幌月寒は#4を中心に果敢に攻めるがな

かなか相手のDefを崩せない。逆に桐光学園はリバウンドからの速攻やジャンプシュートも効率よく決まりリードを広げる。（残

り6分40－13桐光学園リード）北海道札幌月寒も#8の3P等で応戦し、少しずつ点差を詰めていき48－28の桐光学園リードで前

半終了。 

  第3ピリオド、桐光学園#5のドライブ、カウントプレーでスタート。北海道札幌月寒も#14の3Pで対抗し一進一退の攻防が続く

（残り7分56－35）。北海道札幌月寒は積極的にDefを仕掛け残り2分過ぎから徐々に点差が詰まり始め69－52桐光学園リード

で第3ピリオド終了。第4ピリオド、点差を詰めたい北海道札幌月寒は懸命のDefを仕掛けマイボールにするものの桐光学園の

Defを崩せず得点が伸びない。桐光学園は効率の良い攻撃で得点を重ね、（残り2分83－61）Defで勝る桐光学園が83－67で

勝利。敗れはしたものの北海道札幌月寒の懸命なDefは高校生らしいはつらつとしたものであった。 


